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化學工業用諸機械装置。
一－一

オートクレーヴ遠心分離機アルギン酸製造装置
(試験用工業用在庫豐富）

）‐

硬化油製造装置フヰルターフ・レス、

反應釜･濃縮釜
ー

眞空蒸發罐製鱒機械装置食用油機械装置罐鑿

空乾燥機飴･葡萄糖装置･合成樹脂製造装置眞
異

0

株式會社

東京製作所
≠

東京都中央厘槇町一ノ五束京製作所ピル

（東京騨八重洲ロ下車3分）

電話京橋〈56ﾉ2323.8281.8292.8293
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一手取扱 共榮蘋信祇
限事務所東京都品川腫掴品川四ノ九三二本誌上への廣告は
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造船協會創立五十年記念式，第五十

期年度邇常總薔並に秋季講演蜜記事

明治30年4月に造船協會力割輕られてか

ら，昨年は浦50年になるので,， 11月8日午

前9時半から丸の内日本工業倶樂部講堂に於て

創立五十年記念式が行われた。現下の諸種の事

情がこの前の創立四十年記念式の時のように華

やかに行うことを許さなかったが文部，運輸

雨大臣の祀誹があり，又思い掛けずも米國造船

協會々長E.L・Cochrane海軍中將からの疵酢

を，偶々來朝中であった同協會評議員の一人で

ある前紐育造船所前j三長RS.Campbell氏が代

調するなど中々盛大に行われたことは我身會員

一同の非輪な慶びとするところである。

會は先ず井口會長の式離こ始まり，本會創立

者に對する感謝歴代役員の功績，會員の努力

に對する謝意を述べ，怒りに今後の本會の使命

大瀬 進君

最近の漁船建造状況 ‘ 高木淳君

筒，記念講演會のあとで，午後3時半から別

室で懐蕾座談會を催したが，場所の關係上名譽

員，功努員及び現役員と加茂正雄博士に御出席

を願って，湊一磨君の司會の下に行われた。

山本開藏君，斯波孝四郎君，山本幸男君，玉井．

喬介君，八代準君，常松四郎君，井口常雄君な

どから色々と思い出話やら感想やら力述べられ

たo

これは幸い速記を取ったので詳細を曾報に載せ

る諜走であるからそれによって内容を御承知願

いたい。座談會の総つたのは日暮の早い冬の日

のとつ墓り沈んでしまった6時頃であった。

第五十期年度遁常總會は，創立五十年記念式

に先立って11月8日午前9時から第一工學部．

一

、

、

’

第三誌館第舟一號講義室で行われた。

先づ山縣主事から第五十期年度事務及び事業

報告があり，次で加藤主計は第五十期年度收支’

決算を報告．次に

事務所位置奏更，特別員及び准員の慶止を要

旨とした定款の-部改正;會費値上による細則
の改正の件を附議して可決した。この改正定款

及び細則は別項に掲戦して置いた。

次にこの新會費によつ工編成された第五十期

年度收支譲算案を加藤主計から読明して賛成を

求め，その成立を見たo

次の議題は評議員選畢であるが， これはその

時行われていた各郵便局の怠業により投票用紙
の郵孟が完奎に行われず，當日の投票數力極め

て少歎であったため， この開票を12月1日に
延期j-ること:こし，その同意を得た。

次に昭和19年春季及秋季講演衝で發表され

た論文中，最優秀と認めた次の論文の著者に勢
し曾長から造船協會賞牌を贈呈した。

浅水楕圓髄及一般水上船舶の造波抵抗に封
する淺水影響〃理論並に計算 、

正員工學士木下昌雄君

准員工學士乾 梁夫君
木船の縦湿度

正員工學士原田正道君

ノ』

I の重大なることを述べて式辞を結んだ。

次に文部大臣（代讃),運輸大臣（代讃),米國

造船協會々長（代漬)，日本工學會理事長の祇辞

朗讃があり，そのあとで，永年役員叉は各種委

員會委員長として努力せられた方，及び多數の

論文を發表せられた次の27氏の表彰を行づて
、

意義深き記念式を閉ぢた。

‘ 被表彰者氏名(50昔順）

赤崎繁君井口常雄君出淵 巽君

鵜飼宗平君太田友彌君越智誠二君

奥田克巳君加藤 弘君陰山金四郎君
／

金澤 武君金子又三郎君木下昌雄君

小岩 雌君斯波孝四郎君重光蕊君

玉井喬介君寺澤一雄君研野作一君

徳川武定君原田正道君湊 一磨君

八代 準君山縣昌夫君山本開藏君

山本幸男君吉識雅夫君渡遥悪弘君

次で午後1時から記念講演會に移り次の3氏

の譲菰があった，その詳細は何れ會報で發表す

る豫定である。
l

最近10年間に於ける造船學術の進歩

井口常雄君

最近10年間に於ける造船御荷の進歩

’
1

I

｛

1 『、

9

G ●



、

’

何
■
Ｐ
・
‐
私
！

’（ 2 ）
'

１
１

今

と會員に對する希望を述べて10時半通常總會

を縫った。

同日10時半から研究委員會委員長の事業に

對する中間報告を述べ，各委員會への會員から

,の希望を聞いて，今後の委員會運誉の参考とす

ること上した。報告のあったのは次の5研究委

員會である。

（一）試驍水槽委員會委員長青山貞一郎君’

（二）電氣熔接研究委員會委員長幅田烈君

（三）木船研究委員會委員長吉識雅夫君

（四）鋼船工作法研究委員會委員長
吉識雅夫君

（五）漁船研究委員會委員長松本良一君

秋季講演曾は11月9，10の雨日に亘って第

一工學部第三號館第ｿH･一説室で何れも9時半に‘

開始せられた。次の講演番號1から10迄を9

日に， 11から18迄を10日に行った。講演の

全文を掲載すべき會報の發行は多少おくれると

思われるので，時報の次號からその概要を載せ

る積りである。

1，水面滑走患の造波抵抗の理論

丸尾 孟君

2，曳船及トロール漁船等の推進器設計に關

する一老察 木下昌雄君

山内保女君

3，不均一流に於ける推進器の性能の計算
守

谷ロ 中君

4，模型船の自由織揺周期に關する一問題

上野敬三君

最後に會長の演説があり，在職二ヶ年の回顧

5，弾性限をこえた状態に於ける鈑の挫屈理

論 渡邊正紀君

6，直交異方性圓筒の挫屈について

’ 林 毅君

7，水産と板内内力を受ける補強外板の湿度

林 毅君

8，縦績狸度部材の相互干渉を老慮せる船殻

の立禮的湿度計算法に就て栖原二郎君

9,RelaxationMethodによる船禮横張度

の計算法 寺澤一雄君

八木順吉君

10，木船の縦壷度第三報 原田正道君

11，矩形平面構塗物の振動に就て

山本善之君

12，任意の分布荷重を有する矩形板の振動

金澤武君

13,遠洋捕鯨船の謹汁に野する一考察
高城清君

14，第六日米丸の船尾骨材の修理に就て

高木寛君

15, S.S.GrandMeSa海難損傷修理工事に

就て 齋木雅夫君

16，小型貨物船補機動力の交流化に就きて
藤崎廣君

17，舶用蒸汽タービソの特殊性能試験

柴田萬壽太郎君

18，澆玉機關の主要寸法について

‘ 伊藤 茂君

1

1

1

＝

F ）

、

1

_し

造船協奮定款及細則中一郡改正

本會定款及び細則の一部を改正することに， れを昭和23年1月1日から疫施することにな

第五十期年度通常總會に於て決議せられ， ’2月 りました。改正の條文を新奮對照して次に掲げ

17日附で監督官磨の認可がありましたのでこ ます。

定款中一部改正

、

’改 正 定 款 現 行 定 款

第四條本曾'､事務所ｦ東京都千代田厘丸
ノ内一丁目二番地二置ク東京都内

二於ケル事務所ノ位置'､主務官鹿ノ

認可ヲ受ケ理事之ヲ愛更スルコトヲ

第四條本會ハ事務所ヲ東京都燵町厘丸ノ

内三丁目八番地二置ク東京都内二

於ケル事務所ノ位置'､主務官鹿ノ認

可ヲ受ケ理事之ヲ鍵更スルコトヲ得
ノ

ノ
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第五條會員ヲ分チテ左ノ六種トス

ー名審員

二功努員

三正員

四學生員

五團燈員

六賛成員

第五條會員ヲ分チテ左ノ八種トス

ー名譽員

二功努員

、三正員

四准員

五學生員

六團隈員

七特別員

八賛成員

第七條正員'､左二掲ダル者トス '

－－遙船又ハ造壌二關スル學識及

經験ヲ有スル者

二船舶ノ職員叉ﾊ造船造機其他

・ 一般海事言關スル業務二經騒ヲ

有スル者

第九條，准員ハ左二掲グル者ニシ天正員タ

‘ル賓絡ヲ有七ザル者トス

ー鐵皆又"､遥溌ノ専門者 、

／二航海又ﾊｰ殻海事ﾆ關ｽﾙ業
務ノ從事者

第十一條特別員ハ本會ノ事業二關係アル

職務二從事シ本曾ン主旨ヲ賛助セ

ル者ヨリ理事之ヲ推薦ス ‘

第十三條正員，准員，學生員及幽農員

（法人ニアラザル者'､其代表者）

タラントスル者ハ入會申込書ヲ提

出スルゴトヲ要ス 、

前項二依ル入會ノ諾否ハ評議員會

・ノ決議ヲ以テ之ヲ定ム
ー－－－

部改正

●

へ

第七條正員ハ左二掲グル者トス

ー鐵皆又ハ造溌ノ専門者

二船舶ノ職員叉ハ造船造機其他

一般海事ニ關スル業務ノ從事者

三其ノ他評議員會二於テ適営ト

認ムル者

第九條創除

』

I

〕

’

’
１
１
－

第十一條肯1除

第十三條正員，學生員及團豊員（法人ニ

アラザル者ハ其代表者）タラント

スル者ハ入會申込書ヲ提出スルコ

トヲ要ス

前項二依ル入歯ノ諾否ハ評議員會

ノ決議ヲ以テ之ヲ定ム

I

細則中一

’改 正細 則 現 行 細 則

第舟三條准員ニシテ正員ダラント欲スル

者ハ資格ノ愛更ヲ申出ツペシ

前項賓格ノ愛更ハ評議員倉ノ承認

ヲ受クルコトヲ要ス

第舟三條ノー畢生員學籍ヲ去リタルトキ

′､資格ヲ准員トシ其旨本人二通知

ス

第升ﾄ三條削除

（

第舟三條ノー畢生員學籍ヲ去リタルトキ

ノ､資格ヲ正員トシテ其旨本人二通

知ス

I 4

、
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第舟玉條正員學生員及璽鐙員ハ入會ノ際

入會金トシテ左ノ金額ヲ本會二納

付スベシ

正員金試拾画

，學生員金誠拾圓

團彊員金百圓

第舟玉條正員准員學生員及團饅員ハ入會

ノ際入會金トシテ左ノ金額ヲ本會

二納付スペシ

正員金拾圓

′ 准員金拾圓 ‘

學生員金論圃
團鰹員金五拾圓 、

第舟六條正員准員學生員及團禮員ハ會費

トシテ毎一ケ年二左ノ金額ヲ本會

二納付スペシ

正員金六拾圓

准員金四拾圓

學生員金減拾四圓

團禮員

一級金参千回

二級金試千圓

三級金千圓

四級金参百回

曾愛"､一ケ年分ヲ二期二分チー月

ヨリ六月迄ノ分ヲ－月二七月ヨリ

十二月迄ノ分ヲ七月二納分スペシ

但シーケ年分ヲ坂纒メー月二納付

スルモ妨ケナシ

第舟七條正員ニシテー時二金七百五拾圓

ヲ納付ｽﾙﾄｷ'､前條'會費皇要
セズ

第五十條規在准員ニシテ學生員ノ資格ヲ

有スル者ハ本細則ノ施行卜同時ニ

其資格ヲ學生員二奨更スルモノト

ス

〆

●

、 了’
奇

第舟六條正員學生員及團禮員ハ會費トシ

テ毎一ケ年二左ノ金額ヲ本會二納

付スベシ

ヌ、 正員金百戴拾圓

肇生員金六拾圓
ご 、

團鰹員、

，一級金六千圓／

二級金四千画

三級金参千回 0

四級金千圓
幸

曾養ﾝ､一ケ年分ヲ二期二分チー月

ヨリ六月迄ノ分ヲ－月二七月ヨリ

十二月迄ノ分ヲ七月二分納スペシ

但シーケ年分ヲ取纒メ言月二納付
スルモ妨ケナシ

第舟七條正員ニシテー時二金千五百圓ヲ

納付スルトキハ前條シ曾餐ヲ要セ
ズ

第五十篠正員ニシテ學生員ノ資格ヲ有ス

ルニ至リタル者ハ學生員二愛更ス

ルコトヲ得
G

第五十一條現在准員ダル者ハ本細則ノ施

行卜同時二正員トナルモノトス

ダ
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川代古賀代秋友代淺沼代江田

代幅岡代各委員

議事

1，工作法の改良に關する件

（1）酸水素加熱瓦斯切断責験記録に就

て三菱横演青木君より説明あり。酸水

素と酸「アセチリン」との作業及び經

饗に就ての比較對照の結果，經費に就

9， 10． 11月に艶ける各種

委員書の活動歌況

9月1日． 2日,' 3日，鋼船工作法研究委員宮

時及場所午前9時より午後5時迄三菱横漬

造船所に於て

出席者吉識委員長古武顧問松山幹事

藤田後藤高岡狩野笹山長谷
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（5）
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（3）鍜冶工作法基準に就て播磨木藤君

かち説明あり，第一回審議を行った。

一括して溌鐵鍜冶工作法とし，澆鐵工

作法の了章として纏めぢこと坐した。

（4）取付工作法基準につき長崎馬場君

より説明あり．次回こ綴行すること坐

なつだ。

（5）用語に就て， 日本語として度く認

められている外来語は片假名で書き；

其他の外國語は原語で書くこと。

4，前回議題となった外板の縦籏曲りの程

度に鰹じ其の加工をどの作業で行う力x有
利なるか研究のため，各造船所より 135

噸漁船の資料を集めて討議した。

（1） ‐造船所に依り澆鐵こて絞りを行う

鋼板數に非常に差のあること。

（2）小なる縦曲りのものをローラー曲

げ仕上げのみにて現場に出す場合と， ．

更に澆鐵で絞りを行って現場に出す場

合と外業工數に影響する程度､り差異が

現われ~q､ないこと。

（3）從って丁寧な澆鐡加工が工數酌に

見て有利であることは瞭定出來ないこ

と。寧ろローラー仕上げのみで組立て

た方が工數的には有利かも知れぬこと

（4）十分な澆鐵加工を行えば立派な船

が出來ること。

（5）縦域曲りどの程度迄僥鐵加工を行

うがよいかは二つの極端な加工例に依

り剛にプロツ1､してカーブを描き次回
一一

更に検討すること。

5，委員會年亥報告の件

今迄仁一應乃結論に到達した項目に就・
ては，識皆協會々長に委員長より報告す

るに付，各項目“婚篭委員隼於て次回に
取綴め提出されたい旨委員長から要望が
あった。

ては殆ど違いはない力斗切勵速度がア

セチリンに比し精劣る。カーバイト不

足の補充としては良好である。一般に

・は水素の獲得に難黙あり。

（2）加熱瞳に木材を混焼した場合に就

‘て長崎馬場君より説明あり。石炭のみ

より木屑を入れた場合の方が嘘温度の

上昇時間も早く，温度も高い。唯焚く

回數が多くなる。叉廣島後藤君より松

根利用の説明もあった。筒川崎造船で

使用中の木材鋲瞳に就て次回に霊表し

て貰うことにした。

（3）苛性ソーダの回收に就て三菱紳戸

で研究した分をも發表して貰うことに

した◎

2，溶接工作法基準作製に關して熔接研究

一 會からの申出に就き委員長から提案があ

った。結局次の通りに扱うこととする。

工作法基準は工作法研究會に於て作成す

る混一應熔接工作法の検討をした上で

熔接研究會と共同で研究を行い，最懲こ

決定すること，その爲熔接工作法基準の

研究はニウマテイツク關係のものより早

くすることLし, 、次回に案を提出するこ

ととした。

3，エ作法基準に開する件

（1）水匪工作法塞準について川崎青野
単

君より説明あり，最維審議を経了した

（2）溌鐡工作法基準に就て播磨木藤君

より説明あり第一回審議を行った。

（イ）湊鐡の板加工Iご於て地漉と丸焼

と何れが良いか;こ就いて大いに討

論あり，工數，賓材の面より次の

機會に再検討すること。 ，

（ロ）度取溌のスケッチ‘(川崎）並に

地瞳（長崎）及錨板用反射侭「ス

ケッチ」を坂入れること。

（,､）擬鍛工作法は各鐵間所に依り種

々異る黙あり．験漬より板の絞り

要領を，長崎より「ネジレ」板の

加工法と板丸僥加工法を邊附願う

、
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3日（水）船舶工學術語改訂委員會第13回會
合
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時及場所午後1時半より4時半迄協會事務

所に於て

出席者湊委員長井關代板部，獺原典童

川，鈴木．瀧山，南波，松山各委員

出淵，佐藤各幹事
●

議事

1，前回懸案とした諸語と全科技蓮案Eの

部との審議を縫った。

2，意見書受領の件

山口増人，渡邊惠弘両君から造船技術激

育に開する意見書を差附して來た。山口

君の分は蚕料第25號と･して本日配布．

･渡邊君の分は次回に配付する態定q

3，造船所等に於ける大學造船科卒業生採

用数の件

種公の資料につき猿討した結果，造船所

50名，官鹿船曾吐等を併せて50名，

大燈毎年採用數を'00名と見#しばよいと
いう結論に達した。 ．

4日（木）電氣熔接研究委員會第三分科會第

15回會合

時及場所午後1時半より5時迄協會事務所

・に於て

’出席者禧田委員長，會田主査，今井，山口

，清水，御鳴，島田各委員

議事． ．

1，前回よりの「熔接に開する一般注意事

‘ 項」を引綴き審議し，訂正叉は補筆を
行った。

Iび4，漁船用磯關新造修理要員數の件

伊藤委員から査料第15読につき説明が

あった。この表の技術職員は全部磯城科

卒業生と考えてよい。

5'其他の方面に於ける造船技術者要員数

の件， ・ ノ

修禧關係，漁船關係，機帆船關係，監督

官鴎關係及び橡査關係要員數を引謹き調

査することを申合せた。

6， 「造船技術の振興方策」建議の件
本委員會で審議した本件は十一哩禮の連
名で8月5日附を以て關係大臣，雨院議
長宛建議された旨委員長から報告があっ
た。

1

イ

／

8日（月）造船技術數育制度調査委員會第8回
會合

時及場所午後2時半より5時迄， 日本工業
１
１

倶樂部に於て。

出席者山縣委員長,井口顧問,伊藤，小野
小野木,加藤（弘）澤村，瀧山．常松

村田代，山中各委員，出淵，佐藤，土

田各幹事

議事

11責料として次のものを配布し，幹事か
ら説明を行った。

資料第25號新學制と職業教育

〃第26銃今後毎年學校卒業生採

用見込數及び専門致育の學制に封
イ して砂希望 ‘

〃 l第27號各歯m上自燈の爲に設立
された専門教育機關

〃第28號各曾吐に於ける科學技

術研究磯關

〃第29鏡船舶綜合技術研究所要

員薮調

一

』ル
ミ三／‘

11日（木）電氣熔接研究委員會第16回會合

時及場所午後1時半より5時迄協會事務所

に於て

出席者輻田委員長會田主査,今井，遠山

御鳴山口，木下，島田各委員 ，

議事

1，遠山委員から隔壁構造圃面提出あり各

委員に配布した｡l

2，御鳴委員執筆の卜熔接棒と熔接工｣左
審議した。本項目は前に一噸附議したが

種々論議があって混らず，今回同委員か
ら訂正再提出があったものであ.る。

3，佐藤正彦君から執筆要綱を次回迄に配

布する漂定の旨申出があった。

｡
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15日（月）電氣熔接研究委員會第四分科曾第 1，佐藤幹事から，機械部門打合會は大禮

12回會合 一回500語を標準として審議を進めっ上

時及場所‘午後1時半より4時迄協曾事務所 あるので，本委員會も更に議事促進の宴

に於て ある旨報告があった。 ．

腿席者源田委員長撚原主査,頑田，今井 2，前回懸案となった語及び全科技蓮案F
‘ 1

御鳥．増淵各委員， の部“審議を経了した。

議事

1，増淵委員から熔接船損傷記録表の配布 ’7日（水）定期評議員街

あり，主として損傷箇所の検討を行った 時及場所午後2時半より6時半迄日本工業

次回にも引綴き検討を綾ける謹定である 、 倶楽部に於て ′

2，次回迄に前項に附随した画面を用意し 出席者井口會長，山縣吉識，常松各理事

て貰うよう申合せた。 幅田，朝永各監事，岩井，出淵，小野木

太田，鯛原, ‘鈴木，南波各評議員

16日（火）木船研究委員會第14回會合 議事．‘

時及場所午後2時より4時半迄協會事務所 1， 7月及8月理事會決議事項を暹認した
に於て 2，創立五十年記念式，第五十期年度邇常

､出席者吉識委員長'原田,吉田,小山,市 總會及び秋季講演會開催“件及びその日
川各委員，金子，竹鼻各幹事 程を決議した。

議事 3，記念式に於ける表彰者選定標準及び被

’,接手の固着釘にか坐る力 表彰者の選衡を行った。
「単純曲げを受ける木材接手」に就て竹 4，記念式に於ける祇鮮交渉先，招待状發

鼻幹事から説明あり。原田委員吟釘穴鍵 ’ 邊先，懐奮座談會列席者等を決定した。
形釘の廃み等の資料を参考とし，更に 5，通常總會に附議すべき定款及び細則中

棟討の上理工學研究所で行う蜜騒の結果 一部改正の件を審議し原案を作製した。

と併せて次回に穀告することLなったo 6,邇常總會に於て改選せらるべき評議員

， 2，漁船協會よりの依頼事項 、候補者の選衡を行った。

吉田委員から「鳩尾型接手の一例」に就 ． 7，第五十期年度決算，各種研究委員會委

て説明あり，市川委員の計算及び蛮職の 負長報告及び講菰會發表論文審査報告等

， 参考として貰うことLなったOJ を審議するため､10月4日に臨時評議員

3，年次報告，中間經過報告の件 街を開催する件を決議した。

現在迄に討議の議題中，中間經過報告を 報告
すべきもの，題目及び擢営者を定めた。 1，文部省から本協禽木船研究委員會の

「木船の増握法」に對し六萬凹，電氣熔

17日（水）船舶工學術語改訂委員酋第14回 接研究委員密の「漁船鱒熔接」に對し二

曾合 萬圓，零峰試鹸研究費を交附ずる旨通知

時及場所午前10時30分より午後2時30分 があった。

迄協會事務所に於て 2，長崎地方委員武藤美一君韓出につき後

脳席者湊委員長井關代，池田．板部，榊 任として肥塚與四郎君に委嘱し承諾を得
原，鈴木，瀧山，南波，松山各委員 た。

出淵佐藤各幹事 ‘ 3，鋼船工作法研究委員歯委員移動の件。

議事 」 三井玉野製作所山田，博君緋職につき，

’ 、
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笹山徳太郎君に後任を委嘱した。 議事

1，内應力と疲勢張度との關係調査に關す

‘ る寅験は木原委員關與のもとに施行中で

ある旨報告があったO ･

2，文献調査は取纒中であって次回に三論
文につき埴田委員から説明がある選定で

ある。

ト

22日（月）電氣熔接研究委員衝第三分科第17

回會合

時及場所午後1時半より4時迄協會事務所

に於て ‘

出席者會田聿蚕今井，御鳴，山口，木下

島田各委員 ．

議事

1， 「繩目の熔接」出版促進の爲淺餘の下

． 記原稿晩稿期日の取極を行った。

（1）外板，釣臺，デツキハウス，舵。

・バーキール般工作法の再審識（'0
月2日）

（2）隔壁及上甲板（10月9日）

， 。(3)検査法及び議装品取付要領(10月

16日）

（4）治具及船燈建造順序（10月23日）

（5）總括（10月3〕日）
， 浄

＊

10月1日（水）船舶工學術語改訂委員會第15

回會合

時及場所午後'時より4時半迄協會事務院・
に於て

出席者湊委員長，井關代，板部，榊原，重

川，鈴木，瀧山，南波，松山各委員，

出淵，佐藤各幹事

議事

、 前回懸案となった諾語と，全科技連案G

の部の審議を終った。

il

2日（木）電氣熔接研究委員會第三分科曾第

18回會合

時及場所午後1R詳より5時迄協會事務所

に於て

出席者福田委員長，會田主査，今井，御鳴

木下，島田，遠山代各委員

議事

1，御鳴委員執筆の「熔接棒と熔接工」の

未完了部分を橡討したd筒委員長から國′

家として統一的な検定機關の出現を希望

する旨を本文の何れかに挿入するよう申‘

出があった。

2，遠山委員執筆の隔壁の部を附議した，

主要な事項は次の通りである。

（1）横壁ブ言ツグの構成法に於て順序

饗更の件

（2） スチブナー雨端部の熔接は必ず廻

， ・しおくことの注意を附加すること

（3）縦壁付ストリップの熔接に際し片

面連綾熔接は＝一キソグ面を施行

するため水張麗劃を検討の上取決

22日（月）造船技術教育制度刷新委員會

時及場所午後2時半より4時半迄日本工業

倶樂部に於て

出席者山縣委員長，伊藤’小野，小野木，

澤村,瀧山各委員’出淵’佐藤士田

各幹事 、

議事

1，前回に引繊き造船關係技術者要員數を

検討し，木造商船及木造蝿皆關係要員數

と行政官窮要員数とを除き他は一先ず柊

了したo 蝶泰くま

21豫定議題中次の未着手のものに就ては

その演手順序を井口顧問の意見に從って

決めることに申合せた。

山、
竜 ． ,

30日（火）電氣熔接研究委員會第一分科衡第
’〃

11回愈合

時及場所午後1時半より4時迄協會事務所

に於て

出席者福田委員長，矢ケ崎主査、赤崎，多

田各委員
一
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4,第五十一期年度收支強算案を再審議
し，總會に附議することを申合せた。

I 5,秋季講演會發表論文18篇を決定したo

6，會報第75號掲載豫定論文中， 11月

の總會で授與すべき論文を決定した。

7，評議員候補者を坂纏め，今度の改選の

参考資料として各正員に識付することと

なった。

8，論文の發表前審査の方法に就ては次期

役員倉で決定して貰うことに申合せた。

筒この際論文選定の規準を定めることL

し次期役員へ引繼く・ことになった。

9，春秋二回の講演會では無理があるので

年四回位開催することLし，地方でも開

催しては如何との提案があり，次期役員

に決め-ご貰う事に申合せた。

めることo

隔壁現場取付順序を訂正すること

舷側横壁と外板との取合熔接は上

甲板の位置確定迄保留すること

(4)

(5)

3日（金）電氣熔接研究委員會第四分科第13

回會合

時及場所午後1時半より4時迄協會事務所

に於て

出席者幅田委員長，榊原主査，幅田．今井

松本，島田，増淵，御鳴各委員

議事

1，増淵委員作成の全熔接船損傷箇所記入

圃面について説明あり,扱傷!ま損傷全熔

接船約80隻の中60隻迄はupperdeck
のcargohatchcorner若くはその附近

に集中している事が明かとなった｡(内鐸
No.4hatch前端corner20隻, laIhatch

後端corner20隻,No.5hatchcorner

ユ6隻）尚至燭妾船損傷箇所記入圃面は次

‘ 回配付の喪定。

2，次回は松本委員配付の資料について同
委員から読明を蕊反することに申合せた

グ

＝雪

へ

１
Ｊ

Ｉ
、

4

9日（木）電氣熔接研究委員密第三分科會第

、19回禽合

時及場所午前10時より午後2時迄協會事

務所に於て

出席著禧田委員長,會田主査,今井,御鳴
山口，木下，島田，遠山代各委員

議事

’，上甲板ブロツクエ作法を梯謝した。要
鮎は次の通である。

（1）銅極衝合熔接の順序を鍵更し，
buttを先ず熔接し然る後seam

を熔接すること。 ．

‘(2)繊壁と上申板取合ストリップは
. 75mm幅を100mm了に訂正する

こと（穿孔及鍍鋲容易のため）

（3）第二第三ブロック及第三第四ブロ

ックの坂合ば熔接とする｡

（4） （3）のプ戸ツク坂合熔接は開先角

度を60･にとる。

2，以上の上甲板ブロツクエ作法橡討の結

果前回棟討した隔壁に對し穿孔要領を記

入する必要がある。

3．熔接部橡査法につき討議した。 ．

0

4日（士）臨時評議員會

時及場所午後1時より5時半迄日本工業倶
樂部に於て

出席者井J二I曾長、山縣，加藤吉識鴬松
各理事，禧田，朝永各監議，赤崎,出
淵，菅,赫原,南波, ‘松本，鱗山，渡
逢(賢） ，渡遷(悪）各評議員

． 議事

1，入退曾老承認の件（別項参照） ・
2,第五十期年度事務及び事業報告案の審
議を行い,總雷に於て主事から報告する
こととなった。

3，第五十期年度決算報告案を審議し' 1總
會に於て主計から報告すること上なつ
た。街基本金中信託預金の第二封鎖を第
一封鎖預金へ愛更すべき金額の増額方に
ついて更Iこ努力することLなった。

1

'

、

↓
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13日（月）造船按術教育制度調査委員會第10

回會合

時及場所午後2時半より4時迄日本工業倶

樂部に於て

出席者山縣委員長，伊藤，小野，小野木，

澤村各委員，出淵，佐藤，土田各幹事

霊事 （

ユ，舶用機闘科設謹の件につき審議した結

果,大學に於ては鶴立した學科とせず亀
に講座を設ける程度とし，高等學校中特

定の所には學科として設け-こ欲しいとい

ふ結論に達した。

2，造船所に於ける自家養成機關は大造船

所に於ては存繊の必要ありと思う。

3，技術者要員數中，木造商船と木遥繩晋一

とを一括して「木造船」とし，造船は大

學卒24，高校卒100,造機なし合計124

としない旨高木，伊藤雨委員から通知が

あったC

l5日（水）船舶工學術語改訂委員會第16回

會合

時及場所午後1時よりI5.時迄協愈事務所に・

於て

出席者湊委員長，池田代，板部，榊原，重

川，鈴木，瀧山，南波，私山各委員，

佐藤幹事

露事

前回の懸案事項と全科按蓮案Hの部の審

議を繕った。

16日（木）電氣熔接研究委員會第三分科第

20回禽合

時及場所午後1時半より4時迄協曾事務所

に於て

出席者今井,‘御鳴，山口，木下，遠山，島

田各委員‘

議事 ′

木下委員提出の「船燈熔接組立治具」に

就て審議し，締付用治具の項に於ては我

國で從莱使用せるものを概ね列撃し更に

外國に於けるものも文献等から選探して

その總括的記事が記載してあるが，特に

漁船工作法に直接役立つものを狸調して

書くこと上なった。

I

20日（月）電氣熔接研究委員會第四分科會第

14回會合

時及場所午後1Hf30分より5時迄協會事務

所に於て

出席者‘輻田委員長，今井，松本.吉識，島

田，御鳴各委員 ’

議事

1，前回の申合せに從い松本委員から熔接

船の損傷趣裂の統計について読明があっ

た。即ち損傷總件勤土初期建造のものに

'Q 比べてその後のものは重大なる損傷組裂

、 の總件数は減少したが,小損傷池裂の鯉

件數は寧ろ増加している。叉靜水中停止

状態で重大なる破壊を生じた船心計算應

力は大したものではなかった事も明かと

‘なり，盤裂發生と氣温水温季節等との閥
グマ

係もグラブにして説明があった。

2，熔接船の損傷躯裂がhatchcorner附

近に多いために圖面につき調査したとこ

， ろ，初期建造のものはhatchcornerの
癖

deckopeningが角であったがその後は

丸味をつけることに改められていること

が明かとなった。

3，次回は松本，島田雨委員から引紋き熔

・ 接船の損傷鎚裂について説明をき入之を

検討することを申合せた。

｜
’師

ゆ
、 I

、

Q

（
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1

21日（火）木船研究委員曾第15回會合

時及場所午後2時より4時半迄協會事務所

に於て

出席者吉識委員長，原田，小山，市川，

渡邊代ゥ吉田代，各委員，竹鼻幹事
議事

1，木船の繊握度，根曲材に代るべき湾曲‘

部材，船燈澆測定法等に關し各振當委員

から中間經過報告があった。

"

1． ・ ． .ji･:
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2，委員長から9月30日附で年次報告を

會長に提出した旨報告があった。

熔接の順序等

（二）ブロツ〃の現場取付を､な寸際，

パットを熔接として， シームを

どうするか， シームが鋲及び熔

接の各場合につきその取付方法

（ホ）大量生産でない場合，曲りや摸

れのある場所をブロック組立と

するこ'との利害

（2）熔接工作法規準

熔接工作法規準の目次を決定し

た。即ち,一般事項,熔接設備並器

具愛形量残留應力及歪防止法，熔

接組立取付施工法，検査試騨及按

侭霊定，災害防止の6節とする。

2，機械器具及工作法改良に關する件

、 （1）木材燃澆浜焼瞳の件

川崎小笠原君から川崎で試製し使

用中の木材撚饒鋲饒遮に關し設明

があった。即ち燃料としては全部

木のみで可，焼過ぎのないこと，

鋲を見失うことのないとと，手待

ち中にも火力箔えぬこと，焚始め

より7分間で温度が1100cCに上

昇すること, 1100cCに上昇後§，

鋲ならば1分.1"鋲で5分で所要

温度に焼けること，一回に8－10

本入れ得ること等の説明があった

（2） 135」漁船外板の曉鐵加工程度の

研究

これば更に繊涜及び震磨で橡討の

上討議することとした。

(3) !CAutomatic fastener forShip

assembly''に就て、

、本文献につき淡演宮田君から説明

あり種々討議を行った。

3，委員長報告に關する件

造船協曾邇幣總曾に於ける委員長報告の

内容について協議を行った。

1

23日（木）電氣熔接研究委員會第三分科會第

21回會合

時及場所午後1時半より5時迄協會事務所
に於て

出席者幅田委員長、會田主査，御鳴山口

遠山， ・島田各委員

議事

山口委員提出の「熔接部橦査」及び「艤

装品取付上の注意」を審議し,｢熔接部検

査」の末尾に「検査として最も重要なこ

とは技術に精通せる者が熔接作業中適當

に監督検査することである」旨を附記す

‘ ることう｢艤装品取付上の注意」の項に於
ては往登にして熔接の信用を失墜する原

因を作ることがあ､るから特に入念確資な〃
る熔接を施行する旨附記すること，並に

「木甲板取付用ボルト」につき其の取付
方法を記載することとなった･

（

－

一

一

24， 25， 26日鋼船工作法研究委員曾第8回會
合

時及場所午前8時半より午後5時迄浦賀造
船所に於て

出席者吉識委員長，松山幹事，秋友代，淺
沼代,江田代，狩野古賀代,笹山
高岡,長谷川代，頑田代，藤田代，各
委員

議事

1，工作法基準に開する件
（'）取付工作法塗準につき審議を行い
下記の輻に就き賓偶を持寄り研
究することとした。

（イ）熔接に依る收縮堂，愛形盈及迩
歪量等

（種)･熔接ブロックの天地回數， マー
ネソグ方法,治具の合せ方等

（,､）隔壁，外板等の熔接に於て本熔
接面と防澆材取付面との關係，

1

1

■

27日（月）臨時理事會

時及場所午後3時半より5時迄東京大學第

1

弘
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（12）

‐ に片付けるには相営鱈筐の要があ

るo

ﾉ(5)最近10年間の米國の刊行物，本

邦の刊行物及各學會の術語集をも
●

併せ参照して完壁を期したい。

（6）審談結果は英和，和英の外，在来

’ 語と新制定語との對照も行いたい．

一工學部船縮工學科含議室に於て

出席者山縣，加藤，吉識,常松各理事，出

淵事務長

議事

1,Campbell及Pierce両氏を招き臨時

講演會を開催する件を協議し， 11月12日

午後依頼する榛手配することLなった。

2，中央郵便局怠業の爲邇常總會及記念式
ノ

典の通知力宗だ局の手を離れていない漠

檬なのでこれが對策につき懐議した。

I

31日（金）電氣熔接研究委員會第五回總會

時及場所午後1時30分より4時迄協曾事

、務所に於て

出席者禧田委員長増淵幹蕊矢ケ峰吉

隷御鴫,櫛田,島田各委員
議事事

ﾉT、
< "‐上

28日（火）電氣熔接研究委員會第一分科會第

12回含合

時及場所午後エ時半より4時迄協曾事務所

に於て

出席者禧田委員長，矢ケ崎主査，埴田，赤

崎，吉識各委員

議事

電氣熔接研究委員倉總會に於て報告すべ

き本分科會の陳述事項を取纒めた。

１
１
１
Ｉ

-1,第一分科含報告

（1）文献蒐集，文献の一部を發表討論

・を行った。將來は賓料として提出

の豫定である。

（2）賓験,試駒片の製作を経り試験を

施行中である。

2，第二分科會報告 ，

木原委員の手許で整理中七ある力琴忙の

爲進捗しないので近く打開策を立てる識
､

定であるo

3，第三分科曾報告

漁船熔接工作法の編纂を計壷している。

來春3月に出版し得るよう 11月中に脱

稿り鷺定で目下進行中である･

4，､第四分科衝報告
＝

熔接船の損傷に關する資料が二，三入手

したのでそれについて検討した結果，熔

接船に相當多數の損傷馳裂が發生してい

たことが分った。叉損傷箇所についても

研究が行われた。その原因等について引

緬き研究中である。軟鋼の低温脆性，掴

傷時の氣温等と損傷との關係についても

同じく研究中であるo

熔接船と造船規程に準捜した鋲接船との

弧度の上睡に關しては前總曾以後進捗し

ていない。

5， .熔接工作法については鋼船工作法研究

今ﾉ

七

1

1

1

1 b
麹日（水）船舶工學術語改訂委員會第17回

會合

時及場所午後1時30分より4時30分迄協會

事務所に於て

出席者湊委員長，板部鈴木，南波，濱田

松山各委員，出淵，佐藤各幹事

議事

1，前回懸案となった諸語と，全科技連案

1． J_Kの部の審議を終った。

2，佐藤幹事力』ら用語制定に開する文部省

の方針について報告があった。概要は次

の通りであるb

（1） 來年度豫算として2,760萬凹要求

している。

（2）来年度は理工農曙で33部會を作

り審議を進め年産一杯で総了させ

たい考である。

（3）來年度は船舶部門は濁立させる。

（4）審議を要する語歎は大燈60萬語

と考えられるからこれを年度一杯

ﾉ〕

●
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、
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、
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（エ3） 、

値力判っている場合にはその所要の一定、

馬力の大さ及び燃料全消費量を計算する

ことが出來るo

2， スパイラル推進器の単鍋試験成績

土田委員

スパイラル推進器の模型による単濁試験

の結果及びその解析結果を述べslipの

8 大きい状態下に於てはスパイラル推進謡

もその効率は左程悪くないことを明かに

した。､即ちその最大効率は次の通りであ

る◎

ピッチ比0．6 0‐8 1．0 、

最大効率0.475 0.570 0.575

3，推力が負値を示すような状態に於lナろ

繼筐量の悩瀧に就て土田委員

船舶試駒所･B350系列なる3翼推進器の

模型に就て，回轌を一定にして推力が負

値を示す嫌な状態まで責験を行った場合 ”
の資料を發表した。、

議事

’,本日の講演'の成果に鑑み,更に南氷
洋に出漁する捕鯨船の航海記録を採るこ

とを依頼する事に申合せた。

2， ･小型船のperformanceの悪い原因の．

“ 検討を行った。

3，試運鱒成績と模型試醗成績との不一致

の原因の検討諸つ堂けた。 1

委員會と合同で研究すること坐なった。

、

1，月4日（火）電氣熔接研究委員會第三分科

第22回會合

時及場所午後’時半より5時迄協曾事務所

・に於て

出席者幅田委員長，會田主査，御鳴，今井

、 遠山，山口，島田各委員

議事

山口委員提出の「熔接に關する一般注意

事項に就き一部再審議を行った。

ク

1

0
15日（水）船舶工學術語改訂委員會第18回

會合

時及場所午後1時半より5時半迄協會事務

、 所に於て

出席者湊委員長，井關代，板部，鈴木，南

波，松山各委員，出淵，佐藤各幹事

議事

全科技連案L及びMの一部の審議を行っ

た。

＆

、

11日（火）試鹸水梢委員欄第31回會合

時及場所午前11時より午後4時迄協衡事

務所に於て

出席者研野客員，菅，木下，志波，谷口，
〃 土田各委員，乾補助委員

識渡

1，第一日新丸の航海成績の解析及び之が

應用としての最も經濟的な航法に關する

考察 谷口委員

昨多南氷洋に出漁した捕嫁母船第一日新

丸の往航及復航中の毎日の詳細な航海記

録を，本船に同乘した三菱長崎造船所の

保證技師の手記から整理して鱒載しこれ
を解析して次の結論を得た。

、｢或航路を或與えられた時間で航海する
・ 場合，最も經濟的な航法は天候の階級に

無闘係に，恒に馬力一定で航海する事で

ある」

筒航海全期間のseamarginの算例平均

ｰ可

LA

1， l'
‐、

I

ー

13日（水）漁船研究委員會第12回會合

時及場所午後2時より4時迄協衝事務所に

於て

出席者松本委員長，元良幹事，木村，木下

中村各委員，出淵事務長
ノ

談事

1，木下委員からトロール船の推進器回鱒

數につき研究した結果の説明があった。

I内容の詳細は秋季講演曾で發表されたの
で， こLには省略する。

"

〃

－

、

｡

1Z日（月）電氣熔接研究委員會第四分科第 、

15回曾合
I

1

､

告巳 L圭一＝血●且 一 モーーー 当一一
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時及場所午後1時半より5時迄協會事溌所

一 に於て

出席者禧田委員長，榊原主査，禧田，今井

松本，吉識，島田，會田，御鳴各委員

議事

Q 1，熔接船の補狸後の縦湿度の計算結果に

つb､て今井委員から詮明があった。

2，松本委員から熔接船の損傷に關する調

明があった。

3，鐵研第七部濱野和夫氏を本分科會委員

を委嘱する件を申合せた。

aneseshipyerdtechnique, particularly･

mregardtoweldmgpractice''につき

調査依頼あり，本分科主査及幹事に於て

坂鑑めること上なった。

2, 「最も良好と思われる外板ブロック分

割及それの接手」等に閲し至急織預造船、

所に於て取纒め，清水委員はこめ條件に

合致せしむるよう草稿提出方申邊ること

入なった。

3，山口委員から前回討議の「熔接の一般

注意事項」に關する訂正事項“提出があ．

つたので，之を再度樟討した。

1

《

ｌ

川

や
０
１
争
、

18日（木）木船研究委員會第16回會合

'時及場所午後3時より4時半迄協會事務所
に於て

出席者吉識委員長，小山，武原，市川各委

員，竹鼻幹事

霞事

1，軍純曲げを受ける木材接手の有効率に

ついて竹鼻幹事かや説明あり，討議の結
果適常な材料で實職を行うこと上なった

名器員推薦

昨年12月17日開催の定期評議員會に於てシ

前會長井口常雄君を名審員に推薦しました。

一

夕

?

1

1 新入會員氏名（九，十月承認の分)1

．画燈員四級大阪大學工學部熔接工學激室

准員川口忠夫笠原祓次山田信威

森永 茂井手元一

I
』

19日（金）船舶工學術語改訂委員會第19回

會合

時及場所午後1時半より3時迄

出席者池田代，板部鈴木，松山各委員J I
－ ，出淵佐藤各幹事

議事

特許標準局の希望i.二より，邊附して来た

現場用語原案の審議を行った。

I’

死、亡會員

次のニ君が逝去されました。謹んで弔意を表し

ますb

名譽員 藤島範平君

正員 薄井周介君，

記
‐
塑
族

、

24日（月）電氣熔接研究委員曾第三分科第

23回會合

時及場所午後1時半より4時迄協會事務所

に於て

出席者、幅田委員長，今井，御鳴，山口,島

田各委員

談事

，，連合軍總司令部軍事情報部から"Jap-

會養納入につきお藤い

先般昭和23年度上半期分禽喪をお納め願う

よう手配しました。最近出版用紙，印刷菱等の

急騰によりまして曾誌の發行にはまことに少な

からざる經蜜を要しますので， この際漏れなく

至急お納め下さいますようお願いします。
色

h

↑

一

１

１

１
、
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（15）

engerShips (2)AlexanderKari

（3）ユ938年（6）譲渡者希望債格

(受12）（1）攻訂増補工學便覧（2）佐世保海

‘軍工廠

(受13) (1)TheSpeedandPoWerofShips

(2)D.W・Taylor(3)改訂版(4)

詠刻版(なるべく縮小版を望む） （6）

譲渡者希望慣格

(受14） （1）「漁船」バックナンバー（2）漁船

協會

(受15） （1）油鯖船（2）森川重雄（3）昭10

(受16） (1)船の細を描く順序（2）野村省
吾（3）昭4

(受17） （1）木造船と其の謹装（2）橋本懲壽

（3）昭15

(受18） （1）萬有科學大系船舶篇（6） 400圓
以下

(受]9) (1)StrengthofMaterials, PartH

(AdvancedTheoryandProblem)

講演書等の御逼知につし､て

今回日本工學會の斡旋により當協會の講演曾

等の豫告が毎日新聞「學蕊だより」欄（第二面

小説の末尾）に随時掲載されることになりまし

たから御注意下さい。殊に特剃講演曾等の御案

内は一分差上げることが困難な場合があります

ので' この欄の記事で御通知に代えることがあ

り．ますから御了承下さい。なお記事は簡単であ

りますから，詳細は営協會（電話日本橋(24）1

‘068）へ御照會願います。

圖 書 斡 旋

､

１

〆

（

）

囮書斡旋廣告は次の項目に從い記載いたしま

す。省略した項目は特にお申出でがなかったも

のであります。

（1） 圃耆名， （2）編著識者名； （3） 出版

年，版數, （4）原版，徹咳I版， (5)’保存状

1

1

’況,A:新品同様,B:梢汚撹,多少書込ある

もの等, C:相當汚損,装偵破損等, (6)希

望償格， （7）其の他

（今後の新規の斡旋御申込も上記の要領に從い

御記載の上糒谷御利用下さい。なお譲渡申込と

譲受申込とが合致いたしましたものは，本欄掲
赦を止め直接御連絡いたしますから御了承下さ
い）

(2)Timoshenko(6)250圓以下

(受20) (1)TheoreticalNaval Architecture

(2)E.L;Attwood(6)200圓以下

(受21) (1)TreatiseonPhotoelasticity (2)

CokerandTylon

(受22） （1）船型學（上）抵抗篇附圃表共（2）

山縣昌夫

(受23） (1)基本造船學（7）下雀のみを求む

’

A

j

●

１

↓

一

14 ’
ー

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
Ｌ
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
０

譲受園書

(渡ユ） (1)船篭掴弱學（2）太田友彌（3）昭

16，3版(5)A. .

(渡2） （1）舶用機關工學(2)小林俊次郎(3)

昭12(5)A.

(渡3） （1）プラソトル, 、ティーチエンヌ航空

流惣力學（合本） （2）松川昌藏糸

・川英夫,宮崎洋（3）昭19,7版（5）

A(6)250m

（渡4) (1)StructuralDesignofWarships

(2)WnliamHovgaard(3)1940年

改2版（4）読刻版(5)A(6)200m

("5) (1)MathematiCalTheoryofElasti-

譲受希望圖書
扱番賎 希望事項
(=7) (1) J.ES. (2)商工省規格統一會

（7）造船方面(こ關係あるなるべくくわ

しい物

γ(受8) (1)船繊去規(2)生島莊三(3)昭13
（受9) (1)PraCticalShipbundmg
(2)C.Holms

（4）原版（膳嶌刷の附固のみでも可）

‘(受10) (1)TheStrengthoflShips(2)J.B.
Thomas

"(受11) (1)DesignandCostEstimatmgof
allTypesofMerchantandPass-

I
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０
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我力鎧船協曾もこれに参加致します。なお諸般

の事情に鑑み從來の形式による連合講演會を催

すことは匪難と考えられますので赴員學協曾の

代表講演の形に依り，我が工學界の展望を試み

ることに致しました。 ．

＝第一日五月八日(土）

1． 記念式午後一時より東京大學法學

部第25番教室

次一第jit團法人日本工學會理事長式

辞來賓祀跡

特別講演(G.HQ.に交渉中）

2． 茶會午後三時半東京大學山上御

殿

（茶會出席御希望ゆ向は會費100圓）

を添え所囲協會へお申込のこと）

第二日五月九日（日）

1． 講演會午前九時一午後三時 ．

第一曾場東京大學法學部第25番教室

第二會場同 第22番教室

戯員學協會代表講演

2． 映画會半後三時半東京大學法學部

第25番教室

科學映画・數篇

city(2) Ipve(3) 3版(4)原版

（6）750圓

(1)StabnityofShips(2)Reed (6)

450圓

(1)内燃駿船要目表(2)遥船協會(3)

昭11 (5)A(6)200m

(1)造船協會冬報(初號より全部） （2）

造船協會（5）大謹A,古い分B.

(1)造船協愈々報（62読一68髄）

(1)造船協會会報(68號-71號) (5)B、

（1）造船協禽雑纂(初談より全部） （2）
遙船協會（5）大懲A,古い分B、

(1)造船協會鐸（184號一237號）

（188,206,229,233,234哉峡）

(1)造船協會雑纂（226號一-259號）

（243,245,251號域）

(渡6）

(渡7）
一

(渡8）
ー

， （渡9）

（渡10）

（渡11）

'＝
(渡12）

(渡13）

β

日本工學含創立七十年記念

第五回エ學蕾大奮豫告

本年は昭和二年以來四年に一回開いてをりま，

した工學會大會の年に當り，また日本工學會創

立以來七十年になりますので，その記念の意味

も含めて次の要領で第五回工學會大衡を開催し

⑧月島 機械
皆様ヲ御滿足サセル優秀ナ化學機械及装置ハー朝ニシプ出来ルモノデ
ハアリマセン。多年ノ經騒ト絶へザル技術ノ改良トガ必要デス。卒和
新日本ノ化雪工業ニハ四十年.ﾉ歴史ヲ持チ最新ノデザインヲ揃ヘプ居
ル月島ノ装置ヲ御備へ下サイ。
食璽製鑑装硬・ソ･ルコール・合成酒製造装湿・鐵山腰憾・硫安製造装睡･･dセメント製造獲置・砂麓製鎚装誕・葡萄
糟・水飴製造媛澄・工柔薬品製造装誕・人鋼製巖鐘謹・ソーダ製遮装温・冷蕊製氷用製鎧浅躍・其他一般化雛握鐵

月島機械株式會牡爵響豐誓欝月懲悪脚識

J
､

ノ

冷凍機
｜

、

）

､ リ､一製氷･冷蔵･冷凍装置一

．ゞ 掌
、

’

”

戸

１
１
１ロ

､

、~‐ 一今 堅－一一 一
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ｰ

能美式（船舶安全法規定）

SMOKEDETECTOR
CO2瓦斯消火装置・筌氣管式自働火災警報装置・其他馨報消火器磯一般

‘一設計。製作・工事・保全一
一一……，､一二1菅業所東京都中央塵銀座一ﾉ六(皆i'lビﾙ)電話京橋(56)2552

１
１
１

伝

I

能美防災エ業株式會註
抄

’一

工場東京都北多摩郡三鷹牟證五八八電話武蔵野2558．3415 ｋ
脚
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綴象
〕～lCC

麹

】新案

霧乾燥峯
･流状物濃縮．

製品一

心油分離
遠心酵母分測

専賓特ざf箕ﾉ

ｮ遠心噴
長流状物粉イヒ
ー其の他の

畷清浄機･這
乳分離機悩
浦渦機

蒼註宇野澤組鐵工所 一
● －主要製品一

汽動ロ即筒渦巻卿信
暖房用ﾛ即筒 タービン卿借
眞空Ⅱ即筒氣禮墜縮樹
本杜及澁谷工場東京都澁谷随山下町六二番地
玉川工場東京都大田霞矢口町九四五番地
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篭瀦:繍嬬"FW壽醤鋤東東灘中央腫難蝿五ﾉ四日本貿憂振興會内電話銀座(5:｡)52651852‘出張りl$盛Im塵釜
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タンマン電氣艫NK. 新式改良型

最高温度2300℃ 常用温度2000､C
O， ・

タングュラン・モソプデン白金其ノ他稀有 、

金属熔解 分析暁究用ノ
潟麿上昇敏速2000~C迄上昇二窪スル時間30分〔操作簡軍･故障及ビ危陰ナシ〕

日本化工器製作所騨漣鱒鐵測原W九上五

一

本誌上への腰告侭 共榮演信斌
偲事溌所東京都品川霞西品川田ノ九三二
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鑛山機憾腫化躍工業用諸機械
設一計・製作

(最古ノ匿史b最新ノ技術）

…々 ・一晶冨東京都港歴芝三田豊岡町六六

＝

株式
、會牡 大塚工場 電話三田（45）1161－4

、 滅厘算・温度調節算
暖房用バルブ・トラツブー式･安全算.伸縮接手等

グー

.6INSTRUMENTSFORHEATINGEQUIPMENTS'' "

一RadiatorValves,Traps,ReducingValvesTemperature

， _,RegulatorsReliefValves,EXpansionJoints, etc・

蕊フシマン製作所蕊無濡奮辨源平髭
FushimanWorksp.Co･Ltd． ．

5501Morigasaki-machiOta二kuTolWo･toTels・Omori (06)1507．1釦8･3282

仁tの印炉 〃觜詐力f"b,“て侮る
芯の中に含まれた特許ｲﾋ合物の働きで
（1） なめらかに濃く紙に附着する
（2） 烏口で引き直さなくともその堂』青嘉眞の原圖になる

一

生_三菱鉛筆特許第111938鮠

1
ダイカス･卜月産能力 一般化學機械並‘

高水歴ポンプ．･う． ､レス

1,000,0001嵐"言 室氣唾縮羅･遠心分離織
り ,

株式會杜

愛知ダイカストエ菫株式會鼬－名機～製作所
東京部千代田厘丸ノ内三菱仲三説館四説 東京都千代田麗丸ノ内三菱仲三説館四説

里噌'翌23普7誉.甲4努鶚･38沼 堅輔'噌磐7菅'謬蜑鶚.3393

管業種目
､ダークーグ一一一一～

銅合金熔解壷氣備e郷合金熔解電氣艫･嶢入･焼鈍電氣艫
, ＝

愛墜器･抵抗器･自動温度調節器｡乾燥器他各種電氣艫設計製作

・ 電話大塚（86）1576山崎電機製作所學鑿鱒潔騨繍感：
本誌上への演告は取扱祗‐共榮逼信祗へ假事務所東京都品川匪西品川四,九三二

4
L一 」


